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なぜこんなに冷酷なことができるのか⁈

外国人事件専門の弁護士、渾身の奮闘記。

外国人労働者に対して－－
ひどいパワハラ、おぞましい性暴力、時給300円。
送出し国での借金と日本でのパスポート取り上げで
身動き取れなくする人質システム。

日本に暮らす外国人に対して－－
入管の独断で突然の収容。家族と引き裂き強制送還。
収容者のハンストで死者も出た。
希望を奪う入管の“魂の殺人”の現実

第２章　入管政策と人権
１　入管収容の現場で～外国人には人権がない⁈
２　就労禁止！　再収容を恐れる仮放免者の生活
３　在留特別許可の難しさ
４　生まれも育ちも日本。でも在留資格がない！
５　現場から①　適法に在留することも出国もでき

ない～宙に浮いたスリランカ人
６　現場から②　不法就労を助長したとして永住者

が退去強制
７　現場から③　単身赴任が偽装結婚と見なされ、

退去強制命令
８　現場から④　チャーター機による一斉強制送還
９　現場から⑤　劣悪な被収容者の医療環境
10　被収容者・仮放免者はどう闘ってきたか


